
こ
れ
ま
で
の
仕
事
、
仲
間
を

「
選
択
」
し
た
Ｏ
Ｓ
の
仲
間
は
今
、

「
希
望
動
向
調
査
」
（
兵
庫
）
で

「
IP
系
の
『
希
望
』

を
全
て
書
け
」
と

脅
し
、
「
稼
動
実

態
調
査
」
（
四
国
）

を
行
い
、
ス
ト
ッ

プ
ウ
オ
ッ
チ
を
手

に
労
働
者
の
後
を

追
い
か
け
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
集
約

が
強
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の

仕
事
は
、
Ｏ
Ｓ
の

子
会
社
（
○
○
サ
ー

ビ
ス
等
）
の
60
才

以
上
、
１
年
「
契
約
」
の
若
年
労

働
者
に
取
っ
て
変
り
、
集
約
等
に

よ
る
要
員
過
不
足
に
対
し
て
は
派

遣
労
働
者
が
、
安
全
弁
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。
埼
玉
・
越
谷
で
は

「
コ
ス
ト
削
減
」
「
高
齢
者
化
」

の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
埼
玉
か
ら
業

務
を
引
揚
げ
、
派
遣
労
働
者
を
中

心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
企
業
に
委
託

し
な
お
す
と
い
う
。
Ｍ
Ｅ
と
サ
ー

ビ
ス
の
会
社
統
合
も
噂
さ
れ
て
い

る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
Ｏ
Ｓ
選
択
に

当
た
っ
て
、
「
原
則
当
該
業
務
を

運
営
す
る
会
社
」
と
し
て
き
た
が
、

こ
の
「
約
束
」
を
次
々
と
反
古
に

し
て
い
る
。

退
職
を
拒
否
し
た
（
い
わ
ゆ
る

「
満
了
型
」
）
労
働
者
は
、
東
で

は
東
京
へ
、
西
で
は
大
阪
・
神
戸
・

名
古
屋
へ
広
域
配
転
を
強
行
し
た
。

Ｍ
Ｅ
で
は
、
「
技
術
を
習
得
、

新
規
事
業
を
立
上
げ
、
そ
の
時
点

で
各
県
に
戻
っ
て
も
ら
う
」
と

《
夢
》
を
振
り
ま
い
て
き
た
が
、

「
自
学
自
習
」
の
毎
日
。
そ
の
職

場
も
、
「
継
続
が
困
難
で
あ
る
た

め
、
事
業
を
撤
退
、
廃
止
す
る
」

と
一
片
の
「
通
知
」
に
よ
っ
て
、

１
年
３
カ
月
後
の
今
年
８
月
で
廃

止
、
千
石
ビ
ル
（
42
人
）
に
集
め

ら
れ
、
身
分
も
一
方
的
に
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
に
戻
ら
さ
れ
、
市
場
調

査
。
ま
た
、
東
日
本
・
東
京
支
店

光
Ｉ
Ｐ
販
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
成

増
ビ
ル
61
人
、
千
住
ビ
ル
88
人
）

に
配
転
さ
せ
（
半
数
以
上
が
女
性

も
含
む
単
身
赴
任
者
）
会
社
は

「
効
率
的
な
人
事
、
仕
事
の
あ
る

と
こ
ろ
に
配
置
す
る
」
「
よ
り
高

度
な
仕
事
を
し
て
も
ら
う
」
と
言

う
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
毎
日
足
を

棒
に
し
て
個
人
宅
へ
訪
問
、
と
い

う
状
況
が
作
ら
れ
て
い
る
。
県
域

に
配
転
さ
せ
ら
れ
た
労
働
者
も
い

る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
は
、
「
満
了

型
を
選
択
し
た
労
働
者
に
は
、
約

束
通
り
『
全
国
配
転
』
し
ろ
」
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
詰
め
寄
っ
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
内
の
大
労
組

に
よ
っ
て
「
去
る
も
地
獄
・
残
る

も
地
獄
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
労
働
者
が
仕

事
・
家
庭
、
教
育
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
で
悩
み
、
翻
弄
さ
れ
て
き
た
。

今
年
、
Ａ
さ
ん
は
50
才
を
迎
え
、

子
供
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
教
育
費
、

妻
の
介
護
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、

「
50
歳
退
職
・
賃
下
げ
再
雇
用
」

に
も
、
全
国
配
転
に
も
応
じ
ら
れ

な
い
と
、
Ｎ
関
労
に
加
盟
、
職
場

の
仲
間
に
家
族
の
状
況
を
話
し
理

解
を
求
め
、
組
合
員
と
共
に
ビ
ラ

で
訴
え
、
生
活
の
実
態
と
要
求
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
本
社
交
渉
で
直
接

ぶ
つ
け
、
持
株
会
社
に
も
東
京
労

組
・
各
争
議
団
等
多
く
の
仲
間
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
直
接
訴
え
た
。

そ
し
て
、
通
勤
時
間
40
分
程
の

職
場
へ
の
配
置
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
た
。

仲
間
は
「
今
の
職
場
状
況
を
見

れ
ば
、
ど
っ
ち
が
得
か
の
物
差
し

で
は
で
は
な
く
、
生
き
方
の
問
題

だ
」
「
な
ぜ
『
辞
め
る
』
と
ハ
ン

コ
を
押
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
」
「
選
択
の
問
題
で
な
く
、
施

策
に
反
対
し
闘
お
う
」
と
訴
え
て

い
る
。

50
才
首
切
り
に
反
対
し
闘
う
仲

間
、
や
む
お
え
ず
Ｏ
Ｓ
社
を
選
択

せ
ざ
る
得
な
い
が
、
Ｏ
Ｓ
の
労
働

条
件
を
守
り
闘
う
仲
間
の
み
な
さ

ん
！

Ｎ
関
労
と
と
も
に
一
緒
に

闘
い
ま
し
ょ
う
。
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１１月４日～

社員周知（新会社労働条件説明）
１１月１７日～

面談等実施（希望把握）
１２月１２日～

雇用形態選択通知書の提出
２月１６日

会社決定通知（辞職承認通知書交付）
２月下旬
内定通知書交付
３月３１日

退職
４月１日

再雇用採用通知書交付
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今今今今
年年年年
もももも
雇雇雇雇
用用用用
選選選選
択択択択
をををを
迫迫迫迫
っっっっ
てててて
きききき
たたたた
。。。。
会会会会
社社社社
のののの
「「「「
55550000
才才才才
定定定定
年年年年
＝＝＝＝

ＮＮＮＮ
ＴＴＴＴ
ＴＴＴＴ
をををを
辞辞辞辞
めめめめ
ろろろろ
」」」」
とととと
いいいい
うううう
攻攻攻攻
撃撃撃撃
にににに
対対対対
しししし
てててて
、、、、
多多多多
くくくく
のののの
仲仲仲仲
間間間間
がががが

「「「「
ＮＮＮＮ
ＴＴＴＴ
ＴＴＴＴ
（（（（
全全全全
国国国国
配配配配
転転転転
））））
かかかか
、、、、
ＯＯＯＯ
ＳＳＳＳ
選選選選
択択択択
かかかか
」」」」
でででで
悩悩悩悩
んんんん
でででで
いいいい
るるるる
。。。。

すすすす
でででで
にににに
「「「「
オオオオ
レレレレ
はははは
５５５５
００００
才才才才
にににに
なななな
っっっっ
たたたた
かかかか
らららら
、、、、
来来来来
年年年年
はははは
ＯＯＯＯ
ＳＳＳＳ
だだだだ
」」」」

とととと
いいいい
うううう
アアアア
キキキキ
ララララ
メメメメ
のののの
気気気気
分分分分
もももも
職職職職
場場場場
にににに
ああああ
るるるる
。。。。

だだだだ
がががが
、、、、
ここここ
うううう
しししし
たたたた
敵敵敵敵
のののの
「「「「
土土土土
俵俵俵俵
」」」」
のののの
なななな
かかかか
でででで
思思思思
いいいい
巡巡巡巡
らららら
しししし
、、、、

自自自自
らららら
「「「「
辞辞辞辞
めめめめ
るるるる
」」」」
とととと
何何何何
故故故故
言言言言
わわわわ
なななな
けけけけ
れれれれ
ばばばば
なななな
らららら
なななな
いいいい
のののの
かかかか
。。。。
何何何何

故故故故
、、、、
賃賃賃賃
下下下下
げげげげ
、、、、
雇雇雇雇
用用用用
不不不不
安安安安
のののの
中中中中
にににに
身身身身
をををを
委委委委
ねねねね
なななな
けけけけ
れれれれ
ばばばば
なななな
らららら
なななな

いいいい
のののの
かかかか
。。。。
ＮＮＮＮ
ＴＴＴＴ
ＴＴＴＴ
とととと
ＮＮＮＮ
ＴＴＴＴ
ＴＴＴＴ
労労労労
組組組組
がががが
、、、、
我我我我
々々々々
のののの
生生生生
活活活活
とととと
権権権権
利利利利
をををを

奪奪奪奪
おおおお
うううう
とととと
しししし
てててて
いいいい
るるるる
。。。。

ＮＮＮＮ
ＴＴＴＴ
ＴＴＴＴ
「「「「
55550000
才才才才
首首首首
切切切切
りりりり
攻攻攻攻
撃撃撃撃
」」」」
にににに
反反反反
対対対対
しししし
、、、、
生生生生
活活活活
とととと
権権権権
利利利利
をををを

守守守守
りりりり
、、、、
闘闘闘闘
おおおお
うううう
！！！！

約約約約
束束束束
とととと
違違違違
うううう
ＯＯＯＯ
ＳＳＳＳ
会会会会
社社社社

「「「「
満満満満
了了了了
型型型型
」」」」
にににに
嫌嫌嫌嫌
がががが
らららら
せせせせ

「「「「
退退退退
職職職職
・・・・
再再再再
雇雇雇雇
用用用用
」」」」

制制制制
度度度度
廃廃廃廃
止止止止
をををを

お気軽にお電話下さい！



①
現
行
の
適
格
退
職
年
金
を
、

規
約
型
の
確
定
給
付
年
金
に
切
り

替
え
る
。
②
現
職
の
社
員
に
つ
い

て
は
、
現
在
４
・
５
％
の
給
付
利

率
を
１
０
年
物
国
債
の
過
去
３
年

の
平
均
利
回
り
を
踏
ま
え
た
利
率

に
引
き
下
げ
る
。
（
現
行
１
・
３

％
）
③
す
で
に
受
給
を
受
け
て
い

る
退
職
者
の
利
率
（
７
〜
４
．
５

％
）
も
、
市
場
金
利
と
乖
離
し
な

い
程
度
に
引
き
下
げ
る
、
と
い
う

も
の
。

92
年
、
定
年
制
導
入
と
と
も
に
、

「
退
職
後
の
安
定
的
な
生
活
を
確

保
す
る
」
と
し
、
退
職
金
の
28
％

を
年
金
原
資
と
し
て
、
企
業
年
金

が
創
設
さ
れ
た
。
だ
が
、
01
年
に

は
据
置
利
率
給
付
利
率
と
も
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
２
年
を
経

た
今
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
運
用
責
任
を
不

問
の
ま
ま
、
①
資
産
運
用
実
績
の

悪
化
、
②
加
入
者
の
大
幅
な
減
少

と
既
裁
定
者
の
増
加
を
あ
げ
、
改

悪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

２
万
１
０
０
０
名
を
「
希
望
」

退
職
で
辞
め
さ
せ
、
約
５
万
６
０

０
０
人
を
「
退
職
・
再
雇
用
」
に

追
込
ん
で
お
い
て
何
が
「
加
入
者

の
大
幅
な
減
少
と
既
裁
定
者
の
増

加
」
だ
と
言
う
の
か
。
15
〜
30
％

の
賃
下
げ
と
な
っ
た
上
に
、
こ
れ

に
追
討
ち
を
か
け
る
年
金
の
引
下

げ
。昨

年
退
職
し
た
Ｏ
Ｂ
の
場
合
、

平
均
で
月
額
６
万
円
（
受
給
期
間

２
０
年
）
の
年
金
を
受
給
し
て
い

る
が
、
給
付
利
率
引
下
げ
に
よ
っ

て
４
万
円
前
後
に
減
額
。
利
率
７

％
の
Ｏ
Ｂ
の
場
合
は
、
さ
ら
に
大

幅
な
減
額
に
な
る
。

会
社
都
合
で
辞
め
さ
せ
ら
れ
、

年
金
掛
金
を
払
う
人
が
減
っ
た
の

で
減
額
と
い
う
会
社
の
身
勝
手
な

提
案
は
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
は
11
月
11
日
、
03
年
９

月
中
間
期
の
連
結
決
算
（
米
会
計

基
準
）
を
発
表
し
た
が
、
税
引
き

前
利
益
（
日
本
基
準
の
経
常
利
益

に
相
当
）
が
前
年
同
期
比
９
・
５

％
増
の
８
４
２
６
億
円
と
な
っ
た
。

リ
ス
ト
ラ
で
経
費
を
削
減
し
た

う
え
、
子
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
株

の
売
却
益
を
計
上
し
利
益
が
伸
び

た
。
日
本
企
業
で
最
高
益
と
な
る
。

東
・
西
地
域
子
会
社
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
３
社

は
人
件
費
や
業
務
委
託
費
、
減
価

償
却
費
を
中
心
に
計
１
９
０
０
億

円
の
コ
ス
ト
を
削
減
。
連
結
営
業

利
益
は
８
３
６
６
億
円
と
１
・
６

％
増
え
た
。
ド
コ
モ
の
自
社
株
買

い
に
伴
う
同
社
株
の
売
却
益
４
９

２
億
円
の
計
上
で
営
業
外
損
益
が

改
善
し
、
税
引
き
前
利
益
を
押
し

上
げ
た
。
純
利
益
も
前
期
に
あ
っ

た
巨
額
の
海
外
投
資
損
失
が
消
え
、

12
倍
の
３
８
３
５
億
円
と
な
っ
た
。

各
利
益
と
も
中
間
期
と
し
て
は
過

去
最
高
だ
っ
た
。

企
業
年
金
の
「
過
去
勤
務
債
務

（
積
立
不
足
）
が
約
６
５
０
０
億

円
、
責
任
準
備
金
を
２
６
０
０
億

円
下
回
っ
て
い
る
、
「
大
変
だ
、

確
定
企
業
年
金
に
移
行
し
、
減
額

し
な
い
と
、
潰
れ
る
、
元
も
子
も

な
い
？
」
ま
さ
に
嘘
っ
ぱ
ち
だ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
も
「
こ
の
ま
ま
で

は
制
度
の
維
持
・
継
続
が
困
難
な

状
況
に
陥
る
」
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
擁
護

し
、
提
灯
持
ち
を
し
て
い
る
が
、

50
才
で
首
を
切
り
、
賃
金
差
別
を

し
、
Ｏ
Ｓ
等
へ
の
委
託
費
削
減
を

し
、
８
４
０
０
億
円
を
稼
ぐ
Ｎ
Ｔ

Ｔ
に
減
額
す
る
根
拠
は
何
も
な
い
。

配
当
、
自
社
株
買
い
、
投
資
、

そ
し
て
借
金
返
済
に
金
を
回
す
と

い
う
が
そ
の
一
部
を
企
業
年
金
の

積
立
に
充
て
れ
ば
、
減
額
し
な
く

て
も
済
む
。
元
々
、
定
年
制
と
引

換
え
に
導
入
し
た
も
の
。
最
後
ま

で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
責
任
を
持
つ
の
は
当

然
の
社
会
的
責
任
で
は
な
い
か
。
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「適格退職年金」は、２０１２年３月末まで
に廃止し、①解約分配、②確定拠出年金への
移行、③規約型へ移行という３つの選択を迫
られる。だが今、急いで廃止・移行する必要
はない。廃止まであと１０年の猶予がある。
ＮＴＴは、多くの労働者を、「希望」退職
へ追い込み、ＮＴＴを退職させるなどした挙
句に「過去勤務債務（積立不足）が拡大。リ
ストラなどに伴う加入者の減少と責任準備金
を２６００億円下回っている」と企業の責任
を省みようとしないが、その責任の所在をま
ず明らかにしなければならない。
まず直接原因である実質50才定年制である
「退職・再雇用制度」を直ちに廃止するのが
先決だ。
ＮＴＴは、「適格退職年金」は、受給者保
護のため給付水準の引き下げは厳しく制限さ
れている（給付減額は、受給者の１００％の
同意が必要）ため、労組を巻き込んで「規約
型企業年金」へ移行した上で、大幅な減額を
する、という。規約型企業年金に移行すれば、
加入者の減額は、「３分の２以上の労組の同
意」で事足り、個々の労働者の同意はなくて
もいいことになっている。しかし、労組は労
働者の代理人ではないから個々の退職給付債
権の処分権はない。加入者１人ひとりの同意
を求めるべきだ。受給者（受給権者）には、
同意は一人ずつ行い、３分の２以上が同意し
なければ減額できない。 年金が減額された
ら生活できない。「廃止反対」「減額は認め
ない」「３分の１の反対」を勝取る闘いを広
めよう。

ＮＮＮＮ
ＴＴＴＴ
ＴＴＴＴ
はははは
今今今今
、、、、
企企企企
業業業業
年年年年
金金金金
（（（（
税税税税
制制制制
適適適適
格格格格
年年年年
金金金金
））））
をををを

改改改改
悪悪悪悪
しししし
よよよよ
うううう
とととと
しししし
てててて
いいいい
るるるる
。。。。

ＮＮＮＮ
ＴＴＴＴ
ＴＴＴＴ
労労労労
組組組組
はははは
先先先先
のののの
大大大大
会会会会
でででで
、、、、
11110000
月月月月
目目目目
途途途途
にににに
決決決決
着着着着
、、、、

00004444
年年年年
４４４４
月月月月
「「「「
企企企企
業業業業
年年年年
金金金金
改改改改
悪悪悪悪
」」」」
のののの
方方方方
針針針針
をををを
決決決決
定定定定
しししし
たたたた
。。。。

OOOOBBBB
やややや
「「「「
退退退退
職職職職
・・・・
再再再再
雇雇雇雇
用用用用
」」」」
をををを
選選選選
択択択択
しししし
たたたた
労労労労
働働働働
者者者者
もももも

改改改改
悪悪悪悪
のののの
対対対対
象象象象
とととと
しししし
てててて
いいいい
るるるる
。。。。

給付利率が変動する新年金制度を現役社員と

ＯＢの双方に実施しようとしたコーセーは、

ＯＢの反対にあって現役世代のみの導入となっ

ている。日商岩井は基金解散をしたが、加入

者の約83％（75％以上の同意が必要）で、あ

と８％の人が同意しなければ解散は挫折した

ことになる。松下電器では、損害賠償訴訟を

起こしている。ＫＤＤでは、企業年金ユニオ

ンを結成し、財政状況の開示を求める活動を

行っている。


